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パッションとスティグマ

ウイリアム・シャープを手がかりにしてホーソーンを読む-*

水野眞理

ウィリアム・シャープ(WilliamSharp1855-1905)は19世紀末から20世紀初

めにかけて活動したスコットランド出身の作家である。父親のスコットランド

人の血、母親のスウェーデン人の血を受けたためか、北欧的な性質とケルト的

な性質の両方を併せ持っていたと言われる。住むところを、オーストラリア、

スコットランド、ロンドン、ドイツ、イタリア、などたびたび変え、執筆活動

は、詩、小説(長編・中編・短編)、レーゼドラマ、評論、伝記など多彩な分野

におよび、ロセッティ(Dant,eGabrielRossetti)、イェイツ(W.B.Yeats)、メレデ

ィス(GeorgeMeredith)らと親交をもち、フイオナ・マクラウド(FionaMacleod)

という女性の異名でもケルト色の濃い作品を残し、一時はゲール復興運動の旗

手とも目された。彼の死後には、実名のシャープとしての作品集が五巻本で、

マクラウドとしての作品集が七巻本で出版され、またこれらの作品集の編集者

でもある妻のエリザベス・A・シャープ(ElizabethA.Sharp)によって、伝記

的回想録Ⅵ写JZZαm動α叩(ダio柁α漉ICJeod)ごA肋moirが出版された。それ以外

本稿は日本ナサニエル・ホーソーン協会関西支部例会(2003年9月27日於関西

大学)における口頭発表原稿に加筆・訂正を行ったものである。
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の伝記としては、アラヤ(FlaviaAlaya)によるものがあり1、研究書としては、

その性的傾向を論じたマイヤーズ(TerryL.Meyers)のものがあるが2、同時代

の英語圏の作家に比してシャープ研究は十分というには程遠い段階にある。そ

れは彼の作品の大半が現在絶版となって一般に読まれることが困難になってい

ることにも一因がある。最近ようやく彼の作品の電子化が進められ、その主要

なものはインターネット上で読むことができるようになった3。日本では、松村

みね子と荒俣宏がそれぞれマクラウド名による短編の一部を翻訳したものが出

版されているが4、シャープの全貌は殆ど知られていないといってよい。

シャープの作品はゴシック的な物語からケルト匪界にインスピレーションを

得たもの、さらに晩年のスピリチュアルな作品にいたるまで、一応は幻想文学

という言葉でくくることのできるものが多い。しかし、その中身は、題材やモ

ティ7、そしてそれらのソースと推測されるものの多様性のゆえに、ひとまと

めにして論じることの困難なものとなっている。そこで、シャープ作品をその

周囲に潜在する作品と比較・考察することは、シャープ作品の解明につながる

のみならず、逆に周囲の作品や作家の解明にも資するところがあると考えられ

る。本稿の前半では、シャープ名で出版された作品のうち、比較的初期に発表

された二篇の劇作品「ヒラリオン神父のパッション」("ThePassionofPとre

Hilarion")と「黒いマドンナ」("TheBlackMadonna")および中編小説である

1Alaya,Flavia.WuliamShaTP-"FionaMacleod",1855-1905.HarvardUP,

1970.

2Meyers,TerryL.TheSexual7bnsionsofWilliamShaTP:AStu4yoftheBirth

Oダ0花α〟αCeOd,花COpOrαわ托g加0エosfⅥbrゐS,Arαdo花e柁ⅣαエOSα柁d

Beatrice.StudiesinNineteeTuhrCentu7TLiteratuT・e.Vol.2.NewYork:Peter

Lang,1996.

3SundownShores.14Dec.2004.<http:〟www.sundown.pair.com>

4フイオナ・マクラオド『かなしき女王ケルト幻想作品集』松村みね子訳[1917-

391東京:沖積社1999.

7イオナ・マクラウド『ケルト民話集』荒俣宏訳【1983]東京:筑摩書房1991.
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「ジプシーのキリスト」("TheGypsyChrist")を紹介し、それらの作品において

キリスト教のモティフがその本来の意味を逸脱して不気味なあるいは狂気の物

語を構成していく過程を検証する。後半ではそれらのシャープ作品と、シャー

プが念頭に置いた可能性の濃いホーソーン(NathanielHawthorne)の『排文字』

(meScαrJe≠ムe抽r)の間を往還しつつ、前者を読むことが後者の読み方にヒン

トを与えることになることを提案する。

1.十字架と聖痕

シャープ作品の前者二篇は、上演を意図しないレーゼドラマ集『ヴイスタス』

(ⅤねαS)に含まれている。『ヴイスタス』は宗教色の濃い劇形式の作品群で、

1894年にイングランドで出版され、数カ月おくれでアメリカでも別のエディ

ションとして出版されたものである。アメリカ版に付された著者による序文に

よれば、収録された作品群は「人間の魂の内なる生命の眺め、魂にかんする挿

話」(Ⅵ扉α34)であり、形式的には、韻文と散文の境界線上にあるメーテルリ

ンク(MauriceMaeterlinck)的な劇作品であるという。(Vistas4)ただし、「黒

いマドンナ」は単行本に収録される以前に『異教評論』けんePαgα花月eUie∽)5

に発表された。一一万、中篇小説「ジプシーのキリスト」は1895年アメリカで

出版された同名の中短編作品集に含まれた七篇のうちの表題作であり、イング

ランドでは七篇のうち四篇を収録した『プールのマッジ』(〟αdgeoJ娩ePooJ,

1896)の中で発表された。これら三作品に共通する要素は`passion"(受難)

であり、それを象徴すべく繰り返し現れる十字架のモティフである。

劇「ビラリオン神父のパッション」("ThePassionofP色reHilarion")はタイト

ルにpassionという語を含むにもかかわらず、ヒラリオンが受難する物語では

51892年4月にシャープ自身がさまざまな筆名を用いてすべての記事を書き、編

集もした雑誌。創刊号のみ。
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ない。フランスのミューズ河畔の村にある教会の小部屋で、神父ビラリオンは

悔俊のために自らを打って苦行をしている。そこへアナイス(Anais)という

娘が教会を訪れビラリオンを聴罪神父として指名する。彼女は実はビラリオン

と恋に陥っており、聴罪室で罪を告白するどころか、ビラリオンに逃亡を持ち

かける。夜に相はずれの川岸で落ち合った二人は衣服を捨てて川を泳いで渡る。

しかしヒラリオンはもう一度こちらの岸に泳ぎ戻り、川岸に立つ十字架のキリ

スト像に向かって、自分を救ってくれなかったとなじり、"臨llenGod,,と嘲り、

これを破壊して川に投げ込む。彼は村の方向に脅すような仕草で腕を振り上げ

たのち、再び泳いで対岸に渡り、喜びに満ちてアナイスの名を呼ぶ。

重要なモティフである十字架について、これを嘲り、破壊するというビラリ

オンの冒演的な行為は彼が棄貌することを意味している。そしてそれを決意し

たときの荒々しいまでの喜びは、逆に、彼がそれまでいかに人間的な恋愛感情

と聖職の束縛の板ばさみに苦痛を覚えてきたかを示している。ビラリオンの名

はポワチエの聖ビラリウス(St.HilaryofPoitiers315?-?367)に因むが、語源的

にはラテン語のhilaris(cheerhl)のニュアンスを残しており、結末における

彼の昂揚した心境を予示するものとなっている。とはいうものの、この作品の

破壊的な結末は、決して楽天的とは言えず、暗闇(darkness)が強調される。

HILARION

lFuriousb/.]Ah,ThoudeadGod!

lHilarionthepriest,1eapsfbrward,and,Withwildgesturesand

SaVageViolence,tearSthecrucifiedfigurefromthecrossandfurlsitto

theground.[...]Themoonlightturnsthewhiteskinofhisshoulder

intoamber,aSheswimsacrossthefl00d.Thenhepassesintothe

darkness.Inprofounddarknessheswimstowardtheshore;in

profounddarknesshescalestheoppositebank:throughtheprofound

darknessbeyond,hisvoice,hoarse,yetVibrantandechoing,Callswith

madjoy:1
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Anais!Anais!(VisfαS46-47)
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タイトルに含まれるPassionとは、第一義にはビラリオンが破壊した十字架

上のキリストの受難の像であるが、彼の激情の意味でもあろう。そして、

冒清と棄教の罪を犯したヒラリオンは罪の恐ろしさに呪われながら残りの生を

苦痛(suffbring=paSSion)のうちに生きるという予言でもあろう。

この作品におけるいま一つの重要な象徴は川である。もともと迷いのないア

ナイスにとって川は別の土地へ逃げるために越える地理的な境界でしかない

が、ビラリオンにとって川のこちら側はこれまで聖職者として自らを束縛して

きた信仰の世界であり、対岸は恋人アナイスとの生活の世界である。対岸は聖

職の束縛からは自由であり歓喜に満ちているが、またそれは神を捨てるという

選択の恐怖が付きまとう世界でもある。ヒラリオンが聖職者の衣も、その下の

悔俊のための衣も全て川のこちら側で脱ぎ捨てて裸体で川に入っていく。この

ことを考えれば、川は一つの状態からもう一つの状態へと彼が移行するための

洗礼を施すものと解することもできよう。この変化はしかし一度には完成せず、

ヒラリオンは、こちら側へ戻って十字架のキリスト像を嘲り破壊する、という

暴力的な行為-儀式-を通過しなければならない。川の象徴性については、

後にホーソーン作品との関連でもう一一度触れることになるだろう。

劇「黒いマドンナ」("TheBlackMadonna")は、フランスを中心としてヨー

ロッパ各地に残る黒い聖母像に示される地母神信仰を下敷きにしたものであ

る。舞台は1893年にシャープ自ら訪れた北アフリカに設定され、そこに帝巳ら

れた黒い大理石の聖母像をめぐる物語が展開される。アラブ人とヌビア人の混

ざった人々は、この聖母像に「女王」、「殺識者」、「慰める者」、「命の母」、「神

の母」、「キリストの姉妹」、「預言者の花嫁」などさまざまな呼称で呼びかけて、

若い男女を刺し殺して生費とする儀式を行ってきた。若き戦士の長であるピー

ア(Bihr)はこの像に激しく恋慕する。人々が去ったあと像の化身が生身で現

われ、自らを上に述べた名前のほかにフェニキアの豊穣と性愛の女神「アシュ
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タロト」、「預言者自身」、「キリスト自身」、「主なる神自身」と称し、自分と結

ばれることは死を意味するとピーアに告げる。ピーアはそれでもこの化身と結

ばれることを望む。ある夜、ピーアは笑いながら像に槍を投げてその神聖さを

破り、この化身と手をとりあって神殿の奥へ消えていく。翌日、像の鼻孔とロ

からは煙と炎が噴き出し、中から人が焼かれるような悲鳴が聞こえるので、

人々は恐れて逃げ出す。いっぼうピーアも謎めいた死を遂げる。以下は結末の

ト書き部分である。

Butthosethatleaptothewestward,Wherethegreatwhiterock

fhcingtheBlackMadonnastandssolitary,Seefbramoment,inthe

glareofsunrise,aSWarthy,nakedfigure,Withatiger-Skinaboutthe

Shoulders,CruCifiedagainstthesmoothwhiteslope.DownfilOmthe

OutSPreadhandsofBihrtheChieftrickletwolongwaveringstreamlets

Ofblood:tWOlongstreamletsofblooddrip,dripdownthewhite,glaring

fhceoftherockfromthepiercedfbet.(Vistas115)

戦士ピーアはマドンナ像に向き合う白い岩の斜面に両腕を広げて礫りつけにさ

れ、両手、両足から流血していた。ピーアの行為は像の神聖さを冒活する罪で

あり、この宗教を持つ共同体から罰を受けることが当然と考えられる。しかし、

その罰が与えられる前に彼は一種の神秘によってキリストと同じ姿勢で処刑さ

れ、キリストと同じ箇所に傷を受ける。この作品には十字架そのものは現われ

ないが、ピーアの姿勢が十字架を暗示するものとなっている。ピーアは誰に殺

されたのか、その死は罰であるのか、それとも神聖化であるのか、なぜ彼はこ

の姿勢で死ななければならなかったのか、といった謎は解かれることがない。

両手足から血が滴っている、という描写は、いかにも世紀末好みのマゾヒズム

を示しているが、その不気味さによって彼の死は愛の成就といった祝福めいた

意味づけを拒むものになっている。しかしピーアは自ら「神の預言者となった」

(113)と宣言し、少なくとも彼自身にとってその死は預言者としての死、いわ
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ば殉教(martyrdom)、あるいは受難(Passion)であると解することができる。

次に中篇「ジプシーのキリスト」("TheGypsyChrist")を見てみよう。語り手

「私」は、ヨーロッパを放浪中に知り合ったジェイムズ・フアンショー(James

Panshawe)のイングランドの館を訪れる。ダービシヤーの荒れ地に建つこの館

の一室は、壁という壁がキリストの礫刑像の小さなレリーフで覆われ、また大

きな鮮紅色の礫刑像があって「私」をおびえさせる。主人のフアンショーはひ

どく弱っているようでありながら、外出してどこかを彷裡してもいる様子であ

る。ある嵐の夜、フアンショーは「私」に次のような趣旨のことを語る:

自分にはジプシー6の血が流れており、さらに遡れば、キリストが十字架を

運んでゴルゴタの丘を登るときに彼を嘲り笑ったクンドリー(Kundry)とい

う女に行き着く。この笑いのゆえにクンドリーとその末裔は代々の呪いを受

けてきた。すなわち、非ジプシーと結婚しても生まれた子供は森に暮らすジ

プシーの集団へと引き込まれ、女は狂気の中で自ら「ジプシーのキリスト」

の母となると称する。初代のクンドリーおよびその後に続く男たちは、同じ

ジプシー仲間からも嫌われ非業の死を遂げる。12世紀ごろダービシヤーに領

地とバロンの称号を与えられたゲイブリエル・フアンショー(Gabriel

Panshawe)は、自ら「第二のキリスト」と称するようになり、ジプシーたち

によって「ジプシーのキリスト」と嘲られながら木に礫りつけにされた。そ

こから三代日ごとに、礫りつけ、縫死、焼死、といった非業の死が続き、18

世紀には婚約者の兄を殺害したジャスパー(Jasper)があり、その三代あとが

ジェイムズ・フアンショー自身の世代となる。ジェイムズの兄はキリスト同

様の傷(ステイグマ)を生じ、自分の代で呪いを終わらせようとしてジプシ

ーたちに自らを虐殺させた。しかし呪いは終わらず、ジェイムズの妹ネイオ

6今日では、彼らの起源についての誤った理解である「エジプト」に由来する「ジ

プシー」という呼称ではなく、彼ら自身の呼称である「ロマ」を用いるのが政治的

には正しい。しかし本稿では作品のタイトルおよび本文中の表現との整合性のため

に「ジプシー」を用いる。
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ミ(Na。mi)もジプシーの集団に入り、これを探す自分の前に両腕を拡げた姿

勢で現われて兄である自分に次のように告げる-ジェイムズ・フアンショ

ーがジプシーの女に生ませた男女の双子のうち、男児はステイグマを発生し

てすでに死亡したが、女児は今も生きている。ネイオミ自身が処女懐胎によ

って宿している子は「ジプシーのキリスト」となる。ネイオミ自身はクンド

リー自身、キリストの母、キリストの姉妹である。兄ジェイムズはその預言

者とならねばならない。このような妹の告知を受け入れず、ジプシーの集団

から彼女を取り戻そうとした自分の前から妹は姿を消した。

ジェイムズがこのように語り終えるとともに、クライマックスが訪れる。

"Look!"heshouted,SPrlnglngtOhisfbet,tearlngt,hecoverlngSfrom

hishands,andholdingforththepalmst・Ome,rigid,teStifying,

appalling:"Looh!Look!Looh!"

And,aSIlive,Isawuponthehandsthelividstigmataofthe

Passion!

Withacry,Irepelledhim.Agreathorrorseizedme.Butthenext

momentagreaterpityvanquishedmyweakness.Hehadalready

fhllen.Itookhiminmyarms,andlaidhimbackonhischair.

JamesFanshawewasdead.(TheCbp柑Christ70-71)

ジェイムズの両掌にはステイグマが現われており、苦悶のうちにジェイムズ

は息絶える。「私」はジェイムズの妹ネイオミがどのような最期をとげるのか、

その時、姪にあたるジェイムズの娘もまた笑い、その子孫もまた自らを「ジプ

シーのキリスト」と称するのか、などと暗澹たる気拝で考える。

この物語の成立過程について、シャープの妻エリザベスは、青年期にジプ

シーと生活を共にしたことのあるシャープがジプシーの友人から聞いた伝説を

もとにしたと述べている。(E.A.Sharp240)一方、物語の背景描写は、シャー

プがダービシヤーに住む知人ギルクリスト(R.MurrayGilchrist)を訪れた折に
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見た、鉛鉱山の点在する荒涼とした風景に基づいている。(E.A.Sharp261)

しかし、クンドリーというキャラクターは、作中でも触れられているとおり、

ワグナー(RichardWagner)の最晩年の神聖祝祭劇『パルジフアル』(Parsifhl)か

らとられている7。この祝祭劇はアーサー王伝説の一角をなす聖杯探求の物語に、

ワグナー独自の救済の観念を盛り込んだものであった。そこに登場するクンド

リーはキリストの受難の際にこれを笑ったために呪いを受け、購罪を続ける一一一

方で、聖杯に関わる騎士たちを誘惑する魔女として生きる運命を担わされてい

る。彼女は最後の審判の日まで地上を彷律する宿命の「さまよえるユダヤ人」

の女性版であるが、聖杯の力とパルジフアルの清らかさによって救済される。

このクンドリーにシャープは独自の改変を加えた。クンドリーはジプシーと

され、パルジフアルは登場せず、聖杯も救済もなく、彼女の末裔には代々呪い

が続くという見込みのままで物語は終わっている。放浪の民ジプシーは、ロマ

ン主義時代の文学・音楽作品の素材としてかなりポピュラーなものであり8、

ジプシーとの生活の経験のあるシャープがユダヤ人に代えてジプシ」を題材に

7『パルジフアル』は1882年にバイロイトで初演されて以来、ほとんど毎年バイ

ロイトのみで演奏されていた。シャープは1890年にイタリアへの途中にドイツを

訪れ(E.A.Sharp170)、また1891年の秋にはシュトウツトガルトに滞在し、その

直後に「ジプシーのキリスト」をドラマとして構想している。(E.A.Sharp191)

1892年の夏、彼がスコットランドにいる間に妻はバイロイトへ行ったという記録

もあるので、(E.A.Sharp200)シャープ白身がバイロイトでこの音楽劇を鑑賞した

か、あるいは妻から話を開いたものと考えられる。

8ジプシーを登場させた作品には、シューマン(RobertAlexanderSchumann)

の歌曲「流浪の民」("zigeunerleben",1840),メリメ(ProsperM6rim6e)の『カ

ルメン』(Carmen,1845),およびビゼー(GeorgeBizet)によるそのオペラ化

(1875)、ストーカー(BramStoker)の『ドラキュラ』(刀川Cl〟α,1897)などがあ

り、また、ジプシー音楽に想を得た作品としてブラームス(JohannesBrahms)

の「バンガリア舞曲」("UngarischeTanze",1873),サラサーテ(Pablode

Sarasate)の「ツイゴイネルワイゼン」("Ziguenerweisen",1878)など、人Hに

胎失したものが多い。
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したことは不自然ではない。さらに、「ジプシーのキリスト」出版の前年に出

たプルワー(E.CobhamBrewer1810-1897)の『成句伝説辞典』(TVLeDictionaTy

o′PんrαSeα乃d凡的)の中に、ジプシーが聖母子に対する冷たい仕打ちをした

ために末裔まで放浪する運命を与えられたとする記述があり、これも発想の一

部となった可能性が高い9。

さらに、語りを包含する空間として古い屋敷があり、そこで語られる恐ろし

い話に呼応するかのような嵐が外で荒れ狂い、話の結末で恐怖がクライマック

スに達するとともに当該の人物も息縫える、といういかにもゴシック的な道具

建ては、ポー(EdgarAllanPoe)の「アッシャ一家の崩壊」("TheFallofthe

HouseofUsher",1839)にも通じている。

このように「ジプシーのキリスト」の背後には多くのソースを推定すること

ができるか、繰り返し現れる十字架とそれにまつわるpassionのモティフはソ

ースを特定できないシャープ独自のアイデアであり、これが彼の強迫観念とな

っていることを示している。そしてフアンショーのステイグマもこの関連にお

いて理解されなければならないだろう。

9この辞書は初版1870年、増補新版が1894年に出ており"Abrowser'sjoy",と呼

ばれて非常にポピュラーであった。そこでは、中世以来のヨーロッパ諸譜による文

献を引用しながら、ヨーロッパの伝説や説話、いいまわしの背景などが解説されて

おり、シャープも「ジプシーのキリスト」を書くに際し、"Gipsy"、"The

WanderingJew"などの項目からヒントを得ていると考えられる。Gipsyの項目の

最後に次のような記述がある。``Thereisalegendthatthesepeoplearewaifband

StraySOntheearth,becausetheyrefusedtosheltertheVirginandherchildin

theirflighttoEgypt.(AventiusAnnalesBoiorum,Chap.viii.)"また、

WanderingJewの項目の最後に次のような記述がある。"ThelegendoftheWild

Huntsman,CalledbyShakespeare"Herne,theHunter,"[..]issaidtobeaJew

WhowouldnotsuffbrJesustodrinkfromahorse-trOugh,butpointedouttoHim

SOmeWaterinahoofLprint,andbadeHimgothereanddrink.(KuhnL)On

ScllmαrZご肋rdd.Sαge托,499.)"「ジプシーのキリスト」のフアンショーの先祖は

中世においてハーンを名乗っている。



パッションとステイグマ 79

そもそもステイグマは、多義的な言葉であり、OEβにおける三つの定義は

むしろ互いに矛盾を学んでいる10。すなわち、第一義は文字どおりに焼印、烙

印、第二義は比喩的に用いられた罪や恥辱の烙印という意味であり、この意味

では今日しばしばエイズや精神疾患に対する差別的な反応を表すのに用いられ

る。ところが、第三に0風月が挙げているのは、キリストが十字架上で受けた

傷に似た印が聖人の手足に現われた「聖痕」という意味である。この語自体が、

恥辱や断罪と神聖′化というパラドックスを含んでいるのである。それは、イエ

ス・キリスト自身が罪人として処刑されたにもかかわらず、あるいは罪人とし

て処刑されたがゆえに、神の子としての救済が成就するというパラドクスに起

因している。キリスト以降には多くの殉教者が十字架上の礫刑を受けてきたが、

それは罪人として処刑されることであると同時に、キリストと同じ姿勢で死ぬ

ということにほかならない。こうした殉教者のある者は、聖痕を生じたとして

聖人伝説の領域に組み入れられてきた。言い方を変えれば、共同体から否定さ

れ排除されると同時に、神聖な存在となるのである。

「ジプシーのキリスト」におけるステイグマはしかし、それらの意味のいず

れにもしっくりとはあてはまらない奇妙な性格を帯びている。それは、罰や征

服の印として人間の共同体によって押された烙印でもなければ、また、当の人

100ED,SecondEdition,Version3から以下に引用する。:

1.Amarkmadeupontheskinbyburningwithahotiron(rarely,by

cuttingorpricking),aSatOkenofinfhmyorsubjection;abrand.Also/諺.

2.毎.Amarkofdisgraceorinfamy;aSignofseverecensureorcondemnation,

regardedasimpressedonapersonorthing;a`brand'.

3.pl.MarksresemblingthewoundsonthecrucifiedbodyofChrist,Saidto

havebeensupernaturallyimpressedonthebodiesofcertainsaintsandother

devoutpersons.

Sometimesextendedtoothermarks,aSCrOSSeS,SaCrednames,etc.,SupPOSedt,O

besupernaturallyimpressed.

いずれも用例の初出は1600年前後となっている。
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物が強い信仰を持っているために手足に現われてその人物を神聖なものとする

わけでもない。それはフアンショーの家系の人物にふりかかる呪い`、あるいは

穣れの表象として現われる。ステイグマは初代のクンドリーに現われ、語り手

の友人フアンショーの手にも現われる。クンドリーはキリストに向かって嘲り

を投げかけるという冒清の行為のゆえに呪われ、狂気のうちに手にステイグマ

を生じる。一方彼女はキリストの姉妹を自称し、自分の子孫から「ジプシーの

キリスト」が出ると予言することにより自らを神聖なものと主張するが、それ

はジプシーの共同体には受け入れられず、処刑によって排除される。しかも、

その処刑が十字架につけるという方法であり、彼女の主張どおりキリストにな

ぞらえた神聖化が行われるようでもありながら、それはジプシーたちによる皮

肉な嘲りの行為として行われるのである。この物語が最初にドラマとして構想

されたときのタイトルが「マニュエル・ヴァン・ホエツクの受難」("The

PassionofManuelvanHo6k")であったのにそれが放棄されたことは、執筆の進

行にともない、主人公の死がキリストの受難の再現とは呼べない複雑な性格を

有するにいたったことを推測させる。この作品のステイグマの意味は、このよ

うに神聖化が否定されるところにあるように思われる。ジェイムズ・フアンシ

ョーの場合、彼は家系の呪いに挑戦し、否定しようとするが、部屋のキリスト

像の流血、門に書かれた緑の十字、彼の手に発現するステイグマなどにより、

呪いが生きていることが示される。一方その妹のネイオミはクンドリーと同様

のことを口走り、自らを神聖化しようとするが、それが狂気によるものであっ

て彼女の破滅を招くであろうと語り手は予測している。キリスト教のモティフ

を用いながら、それを歪曲して多義的なものとし、狂気と呪いの物語を作り上

げていく手法はシャープの他の作品にも見られる11。

11例えばマクラウド名で執筆された短編「罪を喰らう人」("TheSinEater",1895)

では、わずかの報酬のために死者の罪を背負う儀式を引き受けた人物が狂気に取り

憑かれ、最後には自らを十字架に縛り付けて海に入水自殺する。
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2.『排文字』におけるステイグマ

81

シャープは前章でとりあげた作品を執筆する以前に少なくとも二度渡米して

おり、アメリカで作品を出版し、エマスン(RalphWaldoEmerson)の死を悼む

詩「スリーピー・ホロウ」("sleepyHollow",1882)を書き、ホイツトマン

(WaltWhitman)を死の床に見舞ったり(1891)したりしている。シャープが

アメリカ文学を意識していたことには疑いを入れない。ホーソーンとの関連で

は、いくつかの間接的な接触の痕跡を見出すことができる。たとえば、シャー

プは晩年に出版した『文学地理案内』は加rα丹Ge噌r叩んγ,1904)の中で、ホー

ソーンがテムズ河畔のハマスミスに晩年のリー・ハント(LeighHunt)を訪問

したことに触れている。

AswepassPutneyandHammersmithandChelsea,Whatmemoriesof

greatnameSPaStandpresent日‥」AtHammersmit,hl.‥].Toamean

littlehouseinapoorneighbourhood,here,thegreatAmerican

romancist,NathanielHawthome,madeapilgrlmage,inordertopay

homagetoLeighHuntJ,Wheninhissilver-haired,beautifuloldagethat

Sunny-heartedpoetandprlnCeOfdelicatethingslivedthereinpoverty
andisolation.*

*Hawthornecontributedalongandinterestingaccountofthisvisit

totheAtlanticMonth抄aboutthirtyyearsago(1874,Ithink).(LiteraTT

Geqgr叩毎216)

ただし、実際はホーソーンがハントを訪れたのは1855年、またその追想を

『アトランティツク・マンスリー』に掲載したのは1863年5月号である。

1864年に亡くなったホーソーンが1874年に書いた、と不正確な注をつけて
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いるあたり、シャープの手許に『アトランティツク・マンスリー』のその号が

あったわけではなく、ホーソーンについての知識不足も否めない。

さらに間接的な事例として、ホーソーンの息子でのちに父の伝記を書くこ

とになるジュリアン・ホーソーン(JulianHawthorne1846-1934)との出会い

を挙げることができる。1880年にまだ若きシャープは、婚約者のエリザベス

に当てた手紙の中で、最晩年のロセッティのサークルに出入りするうちに当

時英国にいたジュリアンと知り合いになり、ボヘミアンな夜を過ごした、と

記している。

Monday,13:12:80

''Ispentsuchapleasqnt.eVeningonSaturday.Iwentroundto

Francillon'shouseabout80'clock,andspentaboutanhourthere

withhimandJulianHawthorne.ThenwewalkeddowntoCovent

Garden,andjoinedt・he`Oasis'Club~Wherewemetabout300rSO

Otherliterarymenandartists,includingtheD.Christ,ieMurrayIso

muchwishedtomeet,andwhomIlikeverymuch.Wespentavery

Pleasantwhileadecidedly'Bohemian'night,andafterwebrokeupI

walkedhomewithFrancillon,JulianHawthorne,andMurray.

Hawt,horneandmyselfaretobeadmittedmembersatthenext

meeting."(E.A.Sharp42)

しかしジュリアンは間もなくアメリカに帰国し、その後のシャープの書簡など

では、ジュリアンに言及したものがないことから、その交際は長いものではな

かったと思われる12。

また前車でとりあげたシャープの三作品にはいくつかホーソーンからの借用

を思わせる要素がある。(1)聖職者が恋愛に陥り、罪に苦しむが後にはその

12ジュリアンがロンドンに滞在したのは1874-81年であるので、シャープとの出

会いは、滞在の最後年にあたる。
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罪を犯した自分を受け入れ、歓喜に満ちて聖職を放棄することを決心する

(『緋文字』)。(2)代々の呪い(『七破風の屋敷』meが0比SeOf純eSeue花

GαわJesごARo7乃αれCe,1851)。(3)フアンショーという名前(『フアンショー』

鞄脚力α岬,A7bZe,1828)。シャープはこの名前が気に入っていたらしく、「黒い

マドンナ」を雑誌『異教評論』に発表した際、W.S.Fanshaweの筆名を用い

ている。(4)烙印の出現(『排文字』)。(5)告白とその後に訪れる死(『緋文

字』)。

しかし、シャープがホーソーンの作品について具体的に言及した文章がない

ため、どの作品をどの程度読み、どうとらえていたかについての確証は得られ

ない。結局「シャープがホーソーンから受けた影響」を実証することは不可能

であろう。借用とも考えうるこれらの類似にしても、まったくの偶然かもしれ

ないのである。それにもかかわらず、シャープの作品を片方において『緋文字』

を読み直してみれば、影響や借用の問題に触れることなく、後者の象徴の多義

性に光をあてることができる。

たとえば、「ヒラリオン神父のパッション」における川を渡る象徴的な場面

を、ホーソーンの『緋文字』の第18章、有名な森の中での場面と重ね合わせ

て読むことは許されるであろうか。

Sospeaking,Sheundidtheclaspthatfhstenedthescarletletter,and,

takingitfromherbosom,threwittoadistanceamongthewithered

leaves.ThemythictokenalightedonthehithervergeofthestreamL.」.

(ⅥegcαrZeエe触r202)

デイムズデイル(Dimmesdale)とともにヨーロッパへ逃げるという決断をした

へスター・プリン(HesterPrynne)は胸の緋文字をはずして小川に投げ捨て、

そのことで解放感を味わうが、緋文字は、流れてはいかずに、流れのこちら側

の岸に落ちてしまう。流れの向こう岸にパール(Pearl)が姿を表わし、こちら



84 パッションとステイグマ

側へ渡ってくるのをためらうのを見て、デイムズデイルは"Ihaveastrange

fhncy,"[.‥]"thatthisbrookistheboundarybetweentwoworlds,andthat

thoucanstnevermeetthyPearlagain."(208)というコメントを加える。こ

の小川が隔てる二つの世界とは何であろうか。語り手によれば、小川のこちら

側はへスターがその感情の中に第三者であるデイムズデイルを迎え入れた新た

な世界であり、向こう側はこの変化が起こる以前の母子関係だと述べられてい

る。ヘスターの罪の生きた象徴としてのパールは、小川を渡って新しい存在の

形式にはいることを拒む。そして緋文字を再び着けるよう母親に要求すること

によって、これまでへスターの服してきた頒罪の生活を続けるように命じるの

である。「ビラリオン神父のパッション」でビラリオン神父が川を渡り切って

新しい世界の側へ行くのとは対照的に、『排文字』ではヘスターが川のこちら

側に新しい世界を生みだそうとして結局はそれを許されない。そして物語は、

ヘスターとデイムズデイルに海の向こうでの新生活を実現させないまま閉じら

れる。

また、ビラリオン神父の歓喜を、一度は聖職を捨ててヘスター・プリン母子

と逃亡する計画に同意したデイムズデイルの心境と比較してみることも可能で

はないだろうか。ビラリオン神父の反応は、短編ドラマという制約もあるだろ

うが、ロマン派的な激情と暴力性がいささか単純に表現されている。また、自

らの決断に際し、神が救ってくれなかった、と罵るところにこのドラマの倫理

の薄弱さが露呈している。これに対し、デイムズデイルもまた、森から帰って

きたグッドマン・ブラウン(GoodmanBrown)にも通じる心理状態の中で、敬

慶な人々の耳に潰神の言葉や邪悪なことを吹き込む誘惑に駆られる。しかし

彼はヒラリオン神父とは異なり、それらの誘惑に耐えたのち、新総督就任の儀

式において威厳と信仰に満ちた説教を行い、聴衆を感動させる。この最後の試

練と改心こそがデイムズデイルを、そして『排文字』という作品を優れて倫理

的なものにしているのではないか。

あるいは「黒いマドンナ」におけるピーアとマドンナの結ばれ方を、『緋文
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字』におけるへスターとデイムズデイルのそれに重ねて読んでみることは許さ

れるだろうか。前者では、宗教の錠によって許されない二人の関係は死を意味

する。しかし、死は罰としてではなく、神秘的に、そしてむしろ聖別の過程と

して与えられる。デイムズデイルの死もまた、そのような要素を含んではいな

いだろうか。このことを考えるためには、作品の鍵概念である「ステイグマ」

を見てみる必要がある。

『緋文字』では"stigma"の語は、常に前章で見たOEβの第一義(物理的

な焼印、烙印)または第二義(比喩的な烙印)として用いられ、他の箇所で用

いられる"brand"という語に置き換えることも可能である。たしかに、ピュ

ーリタン社会を描くにあたり、罰としてのステイグマが与えられることはあり

えても、偶像崇拝、聖人崇拝といったローマン・カトリック的な観念につなが

る第三義の「聖痕」は、適合しがたいもののように思われる。

たとえば、第13章でヘスターが思考の自由という観念を持つようになった

ことを述べたくだりでは、姦通は緋色の文字によって比喩的に烙印を押される

罪である。

Sheassumeda丘eedomofspeculation,thencommonenoughonthe

othersideoftheAtlantic,butwhichourfbrefhthers,hadtheyknownof

it,WOuldhaveheldtobeadeadliercrimethanthatstimatizedbythe

scarletletter,(164)(下線は筆者)

ヘスターが森でデイムズデイルと会い、排文字を投げ捨てる場面では、この比

喩としての「烙印」がなくなることで彼女は罪と恥の重荷を取り払われたと感

じる。

Thestigmagone,Hesterheavedalong,deepsigh,inwhichthe

burdenofshameandanguishdepartedfromherspirit.Oexquisite
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relief!Shehadnotknowntheweight,untilshefbltthefreedom!

(202)(下線は筆者)

ヘスター・プリンの姦通の罪は、共同体によって、緋文字というステイグマ

(比喩的な烙印)を与えられ、罰せられている。しかし、しばしば指摘される

ように、この作品におけるAの意味するところが変化を続けるために、この

作品は緋文字の意味の解釈をめぐる物語になっている。ヘスターの胸の緋文字

は、彼女の慈善の行為によって、元来の意味にではなく、"able"のAだと多

くの人に解釈されるようになる。また、彼女の過去の醜聞を語る人たちにも、

緋文字は修道女の胸をかざる十字架のような効果を持ち、ヘスターにある種の

神聖さを与えるにいたる。パールは何度も緋文字の意味を母親に尋ね、そのた

びのヘスターの答えも変化している。さらに、「結び」の章において、デイム

ズデイルの死後何年かしてヘスターがニューイングランドに戻り、再び緋文字

を胸につけるとき、彼女の献身的な行為の結果、緋文字はステイグマ(比喩的

な烙印)であることをやめ、悲しまれるもの、畏怖と崇敬の念を持って見られ

るもの、となったと語り手は述べている。

Neverafterwardsdiditquitherbosom.But,inthelapseofthe

toilsome,thoughtfu1,andself-devotedyearsthatmadeupHester's
life,thescarletletterceasedtobeastimawhichattractedtheworld's

SCOrnandbitterness,andbecameatypeofsomethingtobesorrowed

OVer,andlookeduponwithawe,yetwithreverencetoo.(263)

(下線は筆者)

排文字がステイグマ(烙印)としては無効化されるとともに、すなわち、この

メタファーが生命を失うとともに物語も閉じられるのだ。

一方、デイムズデイルの胸に目に見えるステイグマ(烙印)があったのかど

うかについて、しばしば指摘されるように語り手は明言を避けている。このこ
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とは、シャープの「ジプシーのキリスト」において語り手に視覚的に認識でき

る形でフアンショーの手にステイグマが生じたことと本質的に異なっている。

しかし『緋文字』の語り手が、章を追って明言の度合を強めていくこともまた

確かなのである。たとえば、第10章でチリングワース(Chillingworth)が眠

っているデイムズデイルの服を開き、常々牧師の手がおかれている胸を露わに

する場面ではそれは灰めかしにとどまっている。

Butwithwhatawildlookofwonder,JOy,andhorror!Withwhata

ghastlyrapture,aSitwere,tOOmightytobeexpressedonlybytheeye

andfeatures,andthereforeburstingfbrt,hthroughthewholeugliness

ofhisfigure,andmakingitselfevenriotouslymanifestbythe

extravagantgeStureSWithwhichhethrewuphisarmstowardsthe

ceiling,andstampedhisfootuponthefl00r!(138)

チリングワースはデイムズデイルの胸に何を見て驚き、喜び、そして恐怖した

のであろうか。語り手はそれを語らず、チリングワースの興奮だけを伝えて、

あとは読者の想像にまかせている。それがAの文字であったことは、総督就

任式の目の説教を描く第22章まで伏せられている。そこで語り手は、そう考

えることは不敬(irreverent)の極みであるとしながらも、ヘスターとデイムズ

デイルの両方に同じステイグマがある、と述べている。

Thesaintedministerinthechurch!thewomanofthescarletletterin

themarket-Place!Whatimaglnationwouldhavebeenirreverent

enought,OSurmisethat・thesamescorchingstigmawasonthemboth?

(247)(下線は筆者)

ただし、そこでもデイムズデイルのステイグマは内心の珂責と解することも不

可能ではない。
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しかし、第23章において、デイムズデイルがさらし台の上で真相を告白し、

胸を露わにする場面では、彼自ら"stigma"という語を用い、それを日で見る

よう、聴衆に求める。

1twasonhim!"[.‥1."[...]Now,atthedeath-hour,hestandsup

bebreyou!HebidsyoulookagainatHester'sscarletletter!Hetells

you,thatwithallitsmysterioushorror,itisbuttheshadowofwhathe

bearsonhisownbreast,.andthatevent,his.hisownredstiどma.isno

morethanthetvDeOfwhathassearedhisinmostheart!Standany

heret,hatquestionGod'sjudgmentonasinner?Behold!Beholda

dreadfulwitnessofit!"

Withaconvulsivemotionhetoreawaytheministerialband丘om

befbrehisbreast.Itwasrevealed!But,itwereirreverenttodescribethat

revelation.Foraninstant・thegazeofthehomr-Strickenmultitudewas

concentredontheghastlymiracle[‥.].(254-55)(下線は筆者)

ここでもステイグマは即物的に烙印、の意味で用いられているが、それはあく

までも共同体による罰ではなく、本人の内心の吋責の「タイプ=刻印」にすぎ

ないもの、神の裁きの証拠だとデイムズデイルは述べる。物理的につけられた

ものではなく、神秘的に自ずと現われたものだという点で、デイムズデイルの

ステイグマは「ジプシーのキリスト」のフアンショーのそれに、すなわち第三

の意味「聖痕」に限りなく近づく。

デイムズデイルのキリストへの近似は実はこれに先立つ説教後の行進の中で

準備されていた。

Weretherenottheparticleofahalointheairabouthishead?So

etherealizedbyspiritashewas,andsoapotheosizedbyworshipping

admirers,didhisfootstepsintheprocessionreallytreaduponthedust
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民衆は真相を知らぬまま彼をキリストになぞらえ、さらし台に近づくデイム

ズデイルの衰弱した足取りはあたかもキリストのゴルゴタの丘への通行を思わ

せる。

この後、デイムズデイルは自らがこれから赴く死について、「人々の面前で、

この勝利に輝く恥辱の死("thisdeathoftriumphantignominy")をむかえる」

(257)と形容する。"triumphant"という語によって、デイムズデイルの死はキ

リストの死を再演する殉教の様相を帯びるにいたる。,「勝利に輝く恥辱」とい

う撞着語法は、デイムズデイルの死に関してのみならず、その胸のステイグマ

の本質と深く関わっているのではないだろうか。このステイグマを露わにする

ことは、デイムズデイルの恥辱を晒し、自ら罪人を称することであると同時に、

自らの罪を隠蔽させてきた彼の道徳的な弱さに対する勝利、チリングワースの

悪魔的復讐への勝利であり、民衆の「畏怖と驚異の念」(257)を集める結果と

なるのである。

物語の語り手はデイムズデイルのステイグマを客観的な事実としては語ら

ず、解釈の問題としている。最終章において語り手は、目撃者の多くはデイム

ズデイルの胸に烙印があったと言っているが、一一部の人はなかったと言い、

また烙印を見たという人々の間でもどのようにしてその烙印が生じたのかにつ

いては三通りの解釈がある、と述べている。その中で語り手がもっとも好意的

に差し出している解釈は第一、第二の唯物論的な解釈ではなく、第三の「デイ

ムズデイルの内心の悔恨が、神の裁きを目に見える形に現わした」という超自

然的なもので、これはデイムズデイルの最後の言葉に対応している、。

[..]theawfulsymboIwastheeffectoftheeveractivet,00thof

remorse,gnaWingfromtheinmostheartOutWardly,andatlast

manifestingHeaven'sdreadfuljudgmentbythevisiblepresenceofthe
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精神のうちに起こることが物質界に影響を与えること、あるいは、影響を与

えているのではないか、と考える想像力はゴシック作品の重要な特質である。

その意味で、デイムズデイルの内奥の罪悪感が彼の皮膚上に緋文字Aを生ぜ

しめた、と考える想像力はきわめてゴシック的ではないだろうか。ステイグマ

はゴシック的要求に実によく応えるモティフというべきであろう。

このようにシャープの作品をかたわらにおいて『排文字』を読んでみると、

それが初期ピューリタン社会を舞台とした作品であるにもかかわらず、そこに

はむしろローマン・カトリック的とさえいえる象徴の操作が行われていること

に我々は気づく。もちろんシャープがローマン・カトリックではなかったと同

様、このことは、ホーソーン自身がローマン・カトリック的であったというこ

とを意味しているのではない。しかし、アメリカがヨーロッパから自らを分離

しようとした時代、アメリカの宗教精神がローマン・カトリックからもイング

ランド国教会からも自らを分離しようとした時代を描きながら、そのゴシック

性において否応なくホーソーンの想像力は古い象徴の形式へと惹きつけられて

いる。

以上に示した「排文字」の解釈は、あるいは整合性を欠くものと見えるかも

しれない。にもかかわらず、それを承知で複数の解釈を許す曖昧さを認めるこ

とが『緋文字』を読む鍵ではないだろうか。なぜなら、この作品は複数の魂の

内奥のドラマであると同時に、「物語の多義性についての物語」でもあるから

である。黒いマドンナやネイオミがいくつものアイデンティティを自称したよ

うに、「緋文字」の意味も互いに矛盾するものが複数存在してよいのではない

か。このように、後で書かれたシャープ作品を手がかりにして、先行作品であ

る『緋文字』を読むという行為は、ルール違反だろうか。文学作品とは、活字

の集合として静的に存在するもの、という考え方に対し、読者によって読まれ
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ることによってその都度立ち現われる動的なもの、という姿勢に立てば、私は

「シャープ作品がホーソーン作品に与える影響」を論じてしまったことになる

のかもしれない。
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